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第 2章 課題解決のヒント収集

（アイデアソンの開催）
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（１）アイデアソンの実施概要

まず初めに，アイデアソンの実施概要とファシリテーターのプロフィールを紹介します。

図 2-1 アイデアソンの実施概要

図 2-2 アイデアソン・ファシリテーターのプロフィール
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（２）ワークショップの展開

アイデアソンのステップ２として実施された,リサーチワークのアウトプットを以下に図示します。１チ

ーム４名ずつ，２チームに分かれて，それぞれの課題に取り組みました。設定課題は以下のとおりです。

課題１ 神栖市の強み・弱みを知る（各自が思いつく強み・弱みを書き出し，４象限に分類）

課題２ 他の自治体実績を調べる（各自に iPAD を渡し，インターネット上の情報を収集）

■課題１ 神栖市の強み・弱みを知る

報告書用に一部編集（表記の簡略化・レイアウト修正・キャプション追加など）

図 2-3 アイデアソンの成果：神栖市の強み・弱み分析
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■課題２ 他の自治体実績を調べる

報告書用に一部編集（レイアウト修正・記述内容の補足など）

図 2-4 アイデアソンの成果：他の自治体実績分析

フォトロゲイニングとは
地図をもとに，時間内にチェックポイントを回り得点を集めるスポーツ。
チームごとに作戦を立て，チェックポイントでは見本と同じ写真を撮影す
る。
チェックポイントに設定された数字がそのまま得点となり，より合計点の高
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（３）アイデアソンのまとめ

アイデアソンのステップ３，アイデア出しの前に，ステップ４のアイデア発表会の中で活用するアイデア

を分類・整理するフレームについて，ファシリテーターと参加者が意見交換を行いました。

そのポイントは，誰に，どのようになってもらうか，そのための方法は何か，を具体的に表現することで

した。その結果を以下に示します。これらは利用ニーズの調査結果から導き出した項目であり，施策アイデ

ア年表(施策アイデアのタイムスケジュール)の表側の分類項目に用いました。

図 2-5 アイデアソンの成果：アイデアの分類・整理のためのフレーム

アイデアソンのステップ５，アイデアの発展と集約において，ファシリテーターが，実施計画の目的と，

その目的を具体化する時間軸について参加者との話し合いを通じて整理しました。

その概要は以下に示すとおりですが，アイデアの発展と集約は，短期を中心に行いました。

図 2-6 アイデアソンの成果：スケジュールの設定期間

最後に，アイデアソンのステップ６，スケジュールへの落とし込みで完成した施策アイデア年表を記載し

ます。（次頁，図 2-7 アイデアソンの成果：施策アイデア年表 を参照）
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